
平成28年度 産業システム工学プログラム

科目区分・分類 一般・講義 対象学科名・学年 両専攻 1年 科目コード 77901100

科目名 英語特論Ⅰ　Special Topics in English I

担当教員 小澤　志朗

単位数（時間数） 必修　前期　2単位　（30時間）【学修単位】 学習・教育目標との対応 (F-2)

授業の
目的と概要

受講者が今までに学習した英語力を基礎にして，実務現場で使える実践的な英語運用能力
を高めることを目指す。NetAcademyでListening, Readingの実力Up．『English for Scie
nce and Technology』で技術者に必要な英語表現の理解を深める．

先修科目

後修科目

備考 予習・課題を行なうこと。NetAcademyを十分活用し，外部試験に積極的に挑戦すること．

授業項目 時間 内容

1 オリエンテーション（授業概要の説明） 2 授業の進め方全般の説明．

NetAcademyの使用方法がわかり，利用できる．

2 Unit 1,2,3 広告(1)(2)，カタログ 2 広告(1)，カタログの英語が分かる

NetAcademyの使用方法がわかり，利用できる．

3 Unit 4,5,6  操作マニュアル，各種書式 2 操作マニュアル，各種書式，アンケートの英語が分かる

．

4 Unit7,8  Q &A 英字新聞の科学記事 2 Q &A，英字新聞の科学記事が分かる．

5 Unit 9,10 科学・技術雑誌の英語，メール 2 科学・技術雑誌の英語，メールマガジンの英語が分かる

．

6 Unit 11,12，視覚情報:作業工程図，レター 2 視覚情報:作業工程図，ビジネスレターの英語が分かる

．

7 Unit 13 Eメール，英文Abstract1 2 Eメールの英語が分かる．英文アブストラクトの構造が

理解できる．

8 Unit 14項目別小広告，英文Abstract2 2 項目別小広告の英語が分かる．英文アブストラクトの構

造が理解できる．

9 Unit 15会社案内，英文Abstractの表現 2 会社案内の英語が分かる．自分の専門分野の文献から要

素の表現が収集できる．

10 Unit 16 履歴書，英文Abstractの表現 2 履歴書の英語が分かる．自分の専門分野の文献から要素

の表現が収集できる．

11 Unit 17 法律の手続き書，Abstract 2 法律の手続き書の英語が分かる．自分の専門分野の文献

から要素の表現が収集できる．

12 Unit 18 政府関係機関の広報，Abstrac 2 政府関係機関の広報の英語が分かる．収集した表現を基

に簡単な文ができる．

13 Unit 19 科学専門誌の記事，Abstrac 2 科学専門誌の英語が分かる．収集した表現を基に簡単な

文ができる．

14 Unit 20 論文のアブストラクト 2 論文の英語が分かる．収集した表現を基に簡単な文がで

きる．

15 期末試験 2 テキストの文を的確に読めることを中心に試験を行う．

学習・教育目標を
達成するために身
に付けるべき内容

該当する専門分野に関して基本的なコミュニケーションができるように専門分野で多用さ
れている実際の表現等が理解できること，また自分の研究論文の英文要旨を書くための資
料（表現）収集ができること，さらにそれらを使って基本的な文が表現できることでF-2
の達成とする．

成績評価 定期試験50％，英文要旨のための資料（表現）収集及び作文:30%，NetAcademy: 20%

教材 『English for Science and Technology』深山他著（研究社），NetAcademy（WBT）

オフィスアワー
水曜日14:30～16:00．これ以外も可．会議等で不在の場合もあります．
メールでも可．   ozawa@nagano-nct.ac.jp


